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金
品
の
寄
贈
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
御
芳
名

令
和
四
年
二
月
〜
三
月
（
順
不
同
）

押
切
小
児
童
会
様
、
理
容
組
合
鶴
岡
支
部
三
川
ブ

ロ
ッ
ク
様

大
勢
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

車
椅
子
を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た

地
域
の
皆
様
に
感
謝

　介
護
職
の
魅
力
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
の
花
荘
に
入
職
し
て
十
五
年
目
に
な
る
明
賀
芳
友
介

護
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　
　
介
護
職
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
　
大
学
生
の
時
、
福
祉
施
設
に
研
修
に
行
く
機
会
が
あ
り
、

そ
の
時
の
介
護
員
さ
ん
達
を
見
て
「
高
齢
者
の
方
達
を
笑
顔
に

す
る
事
は
絶
対
に
自
分
の
方
が
う
ま
く
で
き
る
！
」
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
　
介
護
職
の
魅
力
は
？

　
　
入
居
者
様
や
ご
家
族
様
か
ら
「
あ
ん
ち
ゃ
で
ね
ば
ダ
メ
だ
」

と
頼
り
に
さ
れ
た
り
、
介
助
後
に
「
あ
り
が
ど
の
〜
」
と
感
謝

の
言
葉
を
頂
い
た
り
し
た
時
の
高
揚
感
は
他
に
例
え
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。『
や
り
が
い
』
を
感
じ
ら
れ
る
仕
事
で
す
。

　
　
介
護
職
を
目
指
す
方
へ
一
言
伝
え
る
と
し
た
ら
？

　
　
何
で
も
そ
う
で
す
が
、
最
初
は
本
当
に
大
変
な
仕
事
だ
と

思
い
ま
す
。
私
も
そ
う
で
し
た
。
で
す
が
、「
ど
う
し
た
ら
も
っ

と…

」
と
考
え
て
工
夫
し
、

実
践
し
、
結
果
が
出
る
と
自

信
が
つ
い
て
、
今
で
は
従
来

型
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
任
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
な
の
花

荘
は
、
入
職
時
の
研
修
が

し
っ
か
り
し
て
い
て
、
プ
リ

セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ
制
度
も
あ

り
ま
す
。
な
の
で
、
初
め
て

の
方
で
も
働
き
易
い
職
場
だ

と
思
い
ま
す
。

新
人
職
員
紹
介
①
配
属
部
署・職
種

②
趣
味・特
技

③
抱
負

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
運
転
手

②
家
庭
菜
園

③
利
用
者
様
が
安
全
で
楽

し
く
通
所
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

大
川
勝
嘉

求
人
情
報

題字は、ショートステイ利用者様の佐藤貞子様の作品です。 ― 第86号 ―

　　オンラインでの面会中の様子です。
　現在、なの花荘では、新型コロナウイ
ルス感染予防対策により、対面での面会
を制限させて頂いております。
　オンラインではありますが、ご家族様
の顔を見ながらお話しされている入居者
様はやはりとても嬉しそうで、良い表情
を見せてくださいます。

表紙にまつわるお話

〒997-1301
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ホームページ https://www.nanohanaso.or.jp
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印 刷

本 多 一 明
令 和 4 年 4 月 15 日
鶴 岡 印 刷 株 式 会 社

なの花荘

発  行

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
ユニット型地域密着型特別養護老人ホーム
短 期 入 所 生 活 介 護 施 設
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー
居 宅 介 護 支 援 事 業 所
ホームヘルパーステーション

シ ニ ア ハ ウ ス け や き
なの花 荘　配 食 サービス

か
つ

　よ
し

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
運
転
手

②
映
画
鑑
賞
、
ド
ラ
イ
ブ
、

庭
い
じ
り

③
施
設
利
用
者
の
安
全
と
、

確
実
な
送
迎
に
努
め
ま

す
。

大
川
一
二

か
つ

　

  

じ

①
従
来
型
特
養
介
護
補
助

員
②
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
料
理

③
仕
事
の
や
り
方
を
覚
え

ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
で
す
。

堀
口
愛
心

あ

　
　こ

①
か
た
ら
い
グ
ル
ー
プ
介

護
員

②
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
を
見

る
こ
と

③
元
気
に
頑
張
り
ま
す
！

五
十
嵐
奏
絵

か
な  

え

　今
年
は
、
近
年
に
な
い
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
ご
家
族

様
や
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
除
雪
作
業
に

多
大
な
労
力
を
要
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
中
で
、
訪
問
先
の
利
用
者
様
の
敷
地
が

き
れ
い
に
除
雪
さ
れ
て
い
た
り
、
ヘ
ル
パ
ー
が
除
雪
を

し
て
い
る
と
「
う
ち
に
停
め
て
い
い
よ
」
と
親
切
に
声

を
掛
け
て
下
さ
っ
た
り
し
て
、
訪
問
先
で
の
除
雪
作
業

を
ほ
と
ん
ど
行
わ
ず
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
家
族
様
や
地
域
の
皆
様
の
温
か
さ
を

改
め
て
実
感
し
、職
員
一
同
、深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　今
後
も
、
利
用
者
様
が
住
み
慣
れ
た
ご
自

宅
で
自
立
し
た
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　三
月
八
日
、
押
切
小
学
校

児
童
会
様
か
ら
八
台
目
と
な

る
車
椅
子
を
寄
贈
し
て
頂
き

ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
に

頂
い
た
一
台
目
の
車
椅
子
も

現
役
で
活
躍
し
て
お
り
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
よ
り

介
護
員

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

QAQAQA

み
ょ
う
が 

よ
し
と
も

介
護
員
（
正
職
員
）

　
　
　
　介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
者
の
み
。

介
護
員
　
初
任
者
研
修
修
了
者
。

看
護
師
（
正
職
員
）
准
看
護
師
で
も
可
。

◇
問
い
合
わ
せ

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
３
５-

６
６-

４
８
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　担
当
：
菅
原
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●社会福祉法人けやきは、『地域に開かれ・信頼され・求められる』法人運営に努めます。

　社会福祉法人けやきは、JIS Q 9001：2015（ISO9001：2015）品質マネジメントシステムの要
求事項に則り、当法人が運営する介護サービス施設の入居者様、介護サービス提供事業所の利用者様、及
びそのご家族様の満足度の向上を図るため、下記のように社会福祉法人けやき品質方針を定め、全職員に
伝達、周知するとともに、確実に実施して参ります。

＜社会福祉法人けやき品質方針＞
◇ 社会福祉法人けやきは、高齢者等が安心して、いきいきと暮らせる、福祉・介護環境の充実に向けて、地域の

ニーズに応え、地域に貢献し得る、事業及び活動の実施に努めます。
◇ 社会福祉法人けやきは、その目的を達成するため、人権の尊重を第一義に考え、法令等を遵守し、職員の高い

倫理観のもと、安全で良質な介護サービス等の提供に努めるとともに、入居者様・利用者様・ご家族様の満足
度の向上を目指します。

◇ 社会福祉法人けやきは、良質な介護サービスの提供に資するため、職員の育成と働きがいのある職場づくりに
努めます。

◇ 社会福祉法人けやきは、介護サービス等の品質向上のため、品質マネジメントシステムの継続的改善を進めて
次の事項を全職員参加で実施します。

　〇 私たちは、地域に信頼される介護サービス事業を実施します。
　〇 私たちは、親切丁寧で誠意ある良質の介護サービスを提供し、入居者様・利用者様及びご家族様の信頼を得

　るよう努めます。
　〇 私たちは、入居者様・利用者様個々の心身状態を適切に把握し、身体拘束をしない介護への取り組みを実施

　するとともに、事故のない日常生活を営むことがでるよう支援します。　 
　〇 私たちは、入居者様・利用者様個々の尊厳を保持し、いかなる時も虐待行為及び不適切なケアの提供を行わ

　ないよう努めます。
　〇 私たちは、職員の倫理及び服務に関する規定（社会福祉法人けやき就業規則内）に則って介護サービスの提

　供に努めます。
　〇 私たちは、法人の事業運営の透明性を図るとともに、必要なサービスを効率よく適切に利用していただける

　よう適正な情報の提供に努めます。
　〇 私たちは、入居者様・利用者様等に係る個人情報の適切な使用に努めます。
　〇 私たちは、サービスの提供等に際して苦情が寄せられた場合には真摯に受けとめるとともに、適切かつ迅速

　な対応に努めます。
　〇 私たちの介護モットーは、『笑顔で　優しく　ゆっくりと』です。

令和４年４月１日　社会福祉法人けやき　理事長　工藤　秀敏

上記理念及び品質方針に基づき、令和４年度の事業を実施します。

Ⅰ．ISO9001品質マネジメントシステムの内部監査機能等の更なる充実・強化に努め、当該システ
ムが確実に運用され、提供するサービスの質の向上と利用者満足度の向上を継続的に図って参り
ます。

Ⅱ．新型コロナウイルス等感染症発生時及び自然災害発生時における既存業務継続計画（BCP）を必
要に応じて適宜見直ししながら適正な運用を図って参ります。

　　また、新型コロナウイルス等の感染症に対する予防対策を継続実施します。
　　（研修、訓練（シミュレーション）等の実施）
Ⅲ．食中毒を予防するため、ハサップ（Hazard（危害）Analysis（分析）Critical（重要）Control

（管理）Point（点）⇒ 調理過程における重要管理事項）の概念に基づいた衛生管理及び調理過
程を徹底し、安全で安心な食事の提供に努めて参ります。

Ⅳ．職場におけるハラスメント対策を適正に実施するとともに、職員がやりがいと充実感をもって、
楽しく働ける職場づくりに努めます。

Ⅴ．新設の「介護職員処遇改善支援補助金」と既設の「介護職員処遇改善加算」及び「介護職員等特
定処遇改善加算｣を活用し､介護職員並びに他職種を含めた法人職員の処遇改善に努めて参ります。

Ⅵ．自立支援型介護ロボットやパソコンシステム及びタブレット端末等のICT機器を活用したサービスの質の向上と効率的・効果的な
提供及び職員の業務省力と労働負担の軽減を図って参ります。

Ⅶ．地域における公益的な取組の推進に努めます。
　　・高齢者配食サービス事業の適正な運営に努めます。
　　・低所得利用者へのサービス利用料の自己負担軽減事業を実施します。

　
令
和
四
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
半
月
が

経
過
し
ま
し
た
。
令
和
二
年
の
一
月
に

国
内
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
変

異
を
繰
り
返
し
な
が
ら
そ
の
感
染
の
波

は
第
六
波
の
収
束
を
見
ず
に
第
七
波
へ

の
移
行
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
二
年
余
り
感
染
防
止
対
策
に

注
力
し
な
が
ら
法
人
の
運
営
す
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
当
た
り
前
に

行
っ
て
い
た
外
出
行
事
や
ご
家
族
様
と

の
面
会
等
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
状
況

が
続
き
、入
居
者
様
、利
用
者
様
、ご
家

族
様
に
は
多
大
な
る
ご
不
便
、
ご
迷
惑
、

ご
心
配
等
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
収
束
の
出
口
が
見

通
せ
な
い
状
況
が
続
く
な
か
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

感
染
防
止
対
策
を
行
い
な
が
ら
状
況
に

合
わ
せ
た
良
質
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
四
年
度
社
会
福
祉
法
人

け
や
き
事
業
計
画
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

『
地
域
に
開
か
れ
、
信
頼
さ
れ
、
求
め

ら
れ
る
法
人
運
営
に
努
め
ま
す
。』
と

い
う
法
人
理
念
の
も
と
、
平
成
二
十
九

年
四
月
に
認
証
登
録
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ

9
0
0
1
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
要
求
事
項
に
則
っ
た
品
質
方
針
を

定
め
て
、
法
人
が
運
営
す
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
施
設
の
入
居
者
様
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
利
用
者
様
、
及
び
そ
の
ご

家
族
様
の
満
足
度
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
こ
と
を
基
本
的
な
柱
と
し
、
重
点
事

項
に
七
項
目
を
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、

介
護
報
酬
財
源
の
適
正
か
つ
有
効
な
運

用
に
資
す
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
等
感
染
症
発
生
時
及
び
自
然
災

害
発
生
時
に
お
け
る
業
務
の
継
続
に
つ

い
て
定
め
た
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い

て
は
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い

な
が
ら
適
正
に
運
用
し
て
い
く
と
と
も

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染

症
に
対
す
る
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
今
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り

ま
す
。ま
た
、食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
、

ハ
サ
ッ
プ
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
の
概
念
に

基
づ
い
た
衛
生
管
理
及
び
調
理
過
程
を

徹
底
し
、
安
全
で
安
心
な
食
事
の
提
供

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
度
整
備
し
た
『
社
会

福
祉
法
人
け
や
き
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
規
程
』
に

基
づ
い
て
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
を
適
正
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

職
員
処
遇
の
更
な
る
改
善
の
実
施
と
一

昨
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
と
そ
の
機
能
を
活
用
し
て
業
務

令
和
四
年
度
社
会
福
祉
法
人
け
や
き

　
　
　
　
　
　
　 

事
業
計
画
作
成
に
あ
た
っ
て

社
会
福
祉
法
人
け
や
き
常
務
理
事
・
な
の
花
荘
施
設
長

　本

　多

　一

　明

令和４年度社会福祉法人けやき事業計画
【 法 人 理 念 】

【 基 本 方 針 】

【 重 点 事 項 】

省
力
と
労
働
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
職

員
が
や
り
が
い
と
充
実
感
を
も
っ
て
、

楽
し
く
働
け
る
職
場
づ
く
り
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
法
人
け
や
き
は
、「
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
続
け
た
い
。」

と
い
う
地
域
の
皆
様
の
願
い
や
思
い
の

一
助
と
な
る
よ
う
、
よ
り
品
質
の
高
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
同
様
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
事
業
所
『
な
の

花
荘
』
並
び
に
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
『
シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス
け
や
き
』

へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
、
ご
利
用
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
全
世
界
的
に
流
行
し
て
お

り
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
一
日
で
も
早
く
収
束
し
、
安
全
・
安

心
に
生
活
で
き
る
日
常
に
戻
れ
ま
す
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
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●社会福祉法人けやきは、『地域に開かれ・信頼され・求められる』法人運営に努めます。

　社会福祉法人けやきは、JIS Q 9001：2015（ISO9001：2015）品質マネジメントシステムの要
求事項に則り、当法人が運営する介護サービス施設の入居者様、介護サービス提供事業所の利用者様、及
びそのご家族様の満足度の向上を図るため、下記のように社会福祉法人けやき品質方針を定め、全職員に
伝達、周知するとともに、確実に実施して参ります。

＜社会福祉法人けやき品質方針＞
◇ 社会福祉法人けやきは、高齢者等が安心して、いきいきと暮らせる、福祉・介護環境の充実に向けて、地域の

ニーズに応え、地域に貢献し得る、事業及び活動の実施に努めます。
◇ 社会福祉法人けやきは、その目的を達成するため、人権の尊重を第一義に考え、法令等を遵守し、職員の高い

倫理観のもと、安全で良質な介護サービス等の提供に努めるとともに、入居者様・利用者様・ご家族様の満足
度の向上を目指します。

◇ 社会福祉法人けやきは、良質な介護サービスの提供に資するため、職員の育成と働きがいのある職場づくりに
努めます。

◇ 社会福祉法人けやきは、介護サービス等の品質向上のため、品質マネジメントシステムの継続的改善を進めて
次の事項を全職員参加で実施します。

　〇 私たちは、地域に信頼される介護サービス事業を実施します。
　〇 私たちは、親切丁寧で誠意ある良質の介護サービスを提供し、入居者様・利用者様及びご家族様の信頼を得

　るよう努めます。
　〇 私たちは、入居者様・利用者様個々の心身状態を適切に把握し、身体拘束をしない介護への取り組みを実施

　するとともに、事故のない日常生活を営むことがでるよう支援します。　 
　〇 私たちは、入居者様・利用者様個々の尊厳を保持し、いかなる時も虐待行為及び不適切なケアの提供を行わ

　ないよう努めます。
　〇 私たちは、職員の倫理及び服務に関する規定（社会福祉法人けやき就業規則内）に則って介護サービスの提

　供に努めます。
　〇 私たちは、法人の事業運営の透明性を図るとともに、必要なサービスを効率よく適切に利用していただける

　よう適正な情報の提供に努めます。
　〇 私たちは、入居者様・利用者様等に係る個人情報の適切な使用に努めます。
　〇 私たちは、サービスの提供等に際して苦情が寄せられた場合には真摯に受けとめるとともに、適切かつ迅速

　な対応に努めます。
　〇 私たちの介護モットーは、『笑顔で　優しく　ゆっくりと』です。

令和４年４月１日　社会福祉法人けやき　理事長　工藤　秀敏

上記理念及び品質方針に基づき、令和４年度の事業を実施します。

Ⅰ．ISO9001品質マネジメントシステムの内部監査機能等の更なる充実・強化に努め、当該システ
ムが確実に運用され、提供するサービスの質の向上と利用者満足度の向上を継続的に図って参り
ます。

Ⅱ．新型コロナウイルス等感染症発生時及び自然災害発生時における既存業務継続計画（BCP）を必
要に応じて適宜見直ししながら適正な運用を図って参ります。

　　また、新型コロナウイルス等の感染症に対する予防対策を継続実施します。
　　（研修、訓練（シミュレーション）等の実施）
Ⅲ．食中毒を予防するため、ハサップ（Hazard（危害）Analysis（分析）Critical（重要）Control

（管理）Point（点）⇒ 調理過程における重要管理事項）の概念に基づいた衛生管理及び調理過
程を徹底し、安全で安心な食事の提供に努めて参ります。

Ⅳ．職場におけるハラスメント対策を適正に実施するとともに、職員がやりがいと充実感をもって、
楽しく働ける職場づくりに努めます。

Ⅴ．新設の「介護職員処遇改善支援補助金」と既設の「介護職員処遇改善加算」及び「介護職員等特
定処遇改善加算｣を活用し､介護職員並びに他職種を含めた法人職員の処遇改善に努めて参ります。

Ⅵ．自立支援型介護ロボットやパソコンシステム及びタブレット端末等のICT機器を活用したサービスの質の向上と効率的・効果的な
提供及び職員の業務省力と労働負担の軽減を図って参ります。

Ⅶ．地域における公益的な取組の推進に努めます。
　　・高齢者配食サービス事業の適正な運営に努めます。
　　・低所得利用者へのサービス利用料の自己負担軽減事業を実施します。

　
令
和
四
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
半
月
が

経
過
し
ま
し
た
。
令
和
二
年
の
一
月
に

国
内
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
変

異
を
繰
り
返
し
な
が
ら
そ
の
感
染
の
波

は
第
六
波
の
収
束
を
見
ず
に
第
七
波
へ

の
移
行
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
二
年
余
り
感
染
防
止
対
策
に

注
力
し
な
が
ら
法
人
の
運
営
す
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
当
た
り
前
に

行
っ
て
い
た
外
出
行
事
や
ご
家
族
様
と

の
面
会
等
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
状
況

が
続
き
、入
居
者
様
、利
用
者
様
、ご
家

族
様
に
は
多
大
な
る
ご
不
便
、
ご
迷
惑
、

ご
心
配
等
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
収
束
の
出
口
が
見

通
せ
な
い
状
況
が
続
く
な
か
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

感
染
防
止
対
策
を
行
い
な
が
ら
状
況
に

合
わ
せ
た
良
質
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
四
年
度
社
会
福
祉
法
人

け
や
き
事
業
計
画
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

『
地
域
に
開
か
れ
、
信
頼
さ
れ
、
求
め

ら
れ
る
法
人
運
営
に
努
め
ま
す
。』
と

い
う
法
人
理
念
の
も
と
、
平
成
二
十
九

年
四
月
に
認
証
登
録
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ

9
0
0
1
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
要
求
事
項
に
則
っ
た
品
質
方
針
を

定
め
て
、
法
人
が
運
営
す
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
施
設
の
入
居
者
様
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
利
用
者
様
、
及
び
そ
の
ご

家
族
様
の
満
足
度
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
こ
と
を
基
本
的
な
柱
と
し
、
重
点
事

項
に
七
項
目
を
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、

介
護
報
酬
財
源
の
適
正
か
つ
有
効
な
運

用
に
資
す
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
等
感
染
症
発
生
時
及
び
自
然
災

害
発
生
時
に
お
け
る
業
務
の
継
続
に
つ

い
て
定
め
た
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い

て
は
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い

な
が
ら
適
正
に
運
用
し
て
い
く
と
と
も

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染

症
に
対
す
る
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
今
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り

ま
す
。ま
た
、食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
、

ハ
サ
ッ
プ
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
の
概
念
に

基
づ
い
た
衛
生
管
理
及
び
調
理
過
程
を

徹
底
し
、
安
全
で
安
心
な
食
事
の
提
供

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
度
整
備
し
た
『
社
会

福
祉
法
人
け
や
き
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
規
程
』
に

基
づ
い
て
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
を
適
正
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

職
員
処
遇
の
更
な
る
改
善
の
実
施
と
一

昨
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
と
そ
の
機
能
を
活
用
し
て
業
務

令
和
四
年
度
社
会
福
祉
法
人
け
や
き

　
　
　
　
　
　
　 

事
業
計
画
作
成
に
あ
た
っ
て

社
会
福
祉
法
人
け
や
き
常
務
理
事
・
な
の
花
荘
施
設
長

　本

　多

　一

　明

令和４年度社会福祉法人けやき事業計画
【 法 人 理 念 】

【 基 本 方 針 】

【 重 点 事 項 】

省
力
と
労
働
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
職

員
が
や
り
が
い
と
充
実
感
を
も
っ
て
、

楽
し
く
働
け
る
職
場
づ
く
り
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
法
人
け
や
き
は
、「
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
続
け
た
い
。」

と
い
う
地
域
の
皆
様
の
願
い
や
思
い
の

一
助
と
な
る
よ
う
、
よ
り
品
質
の
高
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
同
様
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
事
業
所
『
な
の

花
荘
』
並
び
に
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
『
シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス
け
や
き
』

へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
、
ご
利
用
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
全
世
界
的
に
流
行
し
て
お

り
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
一
日
で
も
早
く
収
束
し
、
安
全
・
安

心
に
生
活
で
き
る
日
常
に
戻
れ
ま
す
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
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金
品
の
寄
贈
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
御
芳
名

令
和
四
年
二
月
〜
三
月
（
順
不
同
）

押
切
小
児
童
会
様
、
理
容
組
合
鶴
岡
支
部
三
川
ブ

ロ
ッ
ク
様

大
勢
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

車
椅
子
を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た

地
域
の
皆
様
に
感
謝

　介
護
職
の
魅
力
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
の
花
荘
に
入
職
し
て
十
五
年
目
に
な
る
明
賀
芳
友
介

護
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　
　
介
護
職
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
　
大
学
生
の
時
、
福
祉
施
設
に
研
修
に
行
く
機
会
が
あ
り
、

そ
の
時
の
介
護
員
さ
ん
達
を
見
て
「
高
齢
者
の
方
達
を
笑
顔
に

す
る
事
は
絶
対
に
自
分
の
方
が
う
ま
く
で
き
る
！
」
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
　
介
護
職
の
魅
力
は
？

　
　
入
居
者
様
や
ご
家
族
様
か
ら
「
あ
ん
ち
ゃ
で
ね
ば
ダ
メ
だ
」

と
頼
り
に
さ
れ
た
り
、
介
助
後
に
「
あ
り
が
ど
の
〜
」
と
感
謝

の
言
葉
を
頂
い
た
り
し
た
時
の
高
揚
感
は
他
に
例
え
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。『
や
り
が
い
』
を
感
じ
ら
れ
る
仕
事
で
す
。

　
　
介
護
職
を
目
指
す
方
へ
一
言
伝
え
る
と
し
た
ら
？

　
　
何
で
も
そ
う
で
す
が
、
最
初
は
本
当
に
大
変
な
仕
事
だ
と

思
い
ま
す
。
私
も
そ
う
で
し
た
。
で
す
が
、「
ど
う
し
た
ら
も
っ

と…
」
と
考
え
て
工
夫
し
、

実
践
し
、
結
果
が
出
る
と
自

信
が
つ
い
て
、
今
で
は
従
来

型
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
任
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
な
の
花

荘
は
、
入
職
時
の
研
修
が

し
っ
か
り
し
て
い
て
、
プ
リ

セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ
制
度
も
あ

り
ま
す
。
な
の
で
、
初
め
て

の
方
で
も
働
き
易
い
職
場
だ

と
思
い
ま
す
。

新
人
職
員
紹
介
①
配
属
部
署・職
種

②
趣
味・特
技

③
抱
負

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
運
転
手

②
家
庭
菜
園

③
利
用
者
様
が
安
全
で
楽

し
く
通
所
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

大
川
勝
嘉

求
人
情
報

題字は、ショートステイ利用者様の佐藤貞子様の作品です。 ― 第86号 ―

　　オンラインでの面会中の様子です。
　現在、なの花荘では、新型コロナウイ
ルス感染予防対策により、対面での面会
を制限させて頂いております。
　オンラインではありますが、ご家族様
の顔を見ながらお話しされている入居者
様はやはりとても嬉しそうで、良い表情
を見せてくださいます。

表紙にまつわるお話

〒997-1301
山形県東田川郡三川町大字横山字堤189番地2
TEL 0235（66）4831　FAX 0235（66）4882
ホームページ https://www.nanohanaso.or.jp
発行責任者
発　行　日
印 刷

本 多 一 明
令 和 4 年 4 月 15 日
鶴 岡 印 刷 株 式 会 社

なの花荘

発  行

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
ユニット型地域密着型特別養護老人ホーム
短 期 入 所 生 活 介 護 施 設
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー
居 宅 介 護 支 援 事 業 所
ホームヘルパーステーション

シ ニ ア ハ ウ ス け や き
なの花 荘　配 食 サービス

か
つ

　よ
し

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
運
転
手

②
映
画
鑑
賞
、
ド
ラ
イ
ブ
、

庭
い
じ
り

③
施
設
利
用
者
の
安
全
と
、

確
実
な
送
迎
に
努
め
ま

す
。

大
川
一
二

か
つ

　

  

じ

①
従
来
型
特
養
介
護
補
助

員
②
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
料
理

③
仕
事
の
や
り
方
を
覚
え

ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
で
す
。

堀
口
愛
心

あ

　
　こ

①
か
た
ら
い
グ
ル
ー
プ
介

護
員

②
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
を
見

る
こ
と

③
元
気
に
頑
張
り
ま
す
！

五
十
嵐
奏
絵

か
な  

え

　今
年
は
、
近
年
に
な
い
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
ご
家
族

様
や
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
除
雪
作
業
に

多
大
な
労
力
を
要
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
中
で
、
訪
問
先
の
利
用
者
様
の
敷
地
が

き
れ
い
に
除
雪
さ
れ
て
い
た
り
、
ヘ
ル
パ
ー
が
除
雪
を

し
て
い
る
と
「
う
ち
に
停
め
て
い
い
よ
」
と
親
切
に
声

を
掛
け
て
下
さ
っ
た
り
し
て
、
訪
問
先
で
の
除
雪
作
業

を
ほ
と
ん
ど
行
わ
ず
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
家
族
様
や
地
域
の
皆
様
の
温
か
さ
を

改
め
て
実
感
し
、職
員
一
同
、深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　今
後
も
、
利
用
者
様
が
住
み
慣
れ
た
ご
自

宅
で
自
立
し
た
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　三
月
八
日
、
押
切
小
学
校

児
童
会
様
か
ら
八
台
目
と
な

る
車
椅
子
を
寄
贈
し
て
頂
き

ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
に

頂
い
た
一
台
目
の
車
椅
子
も

現
役
で
活
躍
し
て
お
り
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
よ
り

介
護
員

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

QAQAQA

み
ょ
う
が 

よ
し
と
も

介
護
員
（
正
職
員
）

　
　
　
　介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
者
の
み
。

介
護
員
　
初
任
者
研
修
修
了
者
。

看
護
師
（
正
職
員
）
准
看
護
師
で
も
可
。

◇
問
い
合
わ
せ
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　担
当
：
菅
原


